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平
成
17
年
１
月
に
創
刊
し
た
「
広
報
た
か
し
ま
」
が
、
今

月
号
で
２
０
０
号
を
迎
え
ま
す
。

　
発
行
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
毎
号
楽
し
み
に
し

て
く
だ
さ
っ
て
い
る
皆
さ
ん
、
す
べ
て
の
市
民
の
皆
さ
ん
に

心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
広
報
誌
の
大
き
な
役
割
は
、
市
か
ら
の
お
知
ら
せ
を
お
届

け
す
る
こ
と
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
が
ん
ば
る
市
民
の
皆
さ
ん
の
姿
を
掲
載

し
た
り
、
５・
７・５
コ
ー
ナ
ー
に
投
稿
し

て
い
た
だ
い
た
り
、
市
民
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
創
る
こ
と
に
よ
り
、
自

分
た
ち
の
市
の
こ
と
を
自
分
た

ち
で
考
え
る
き
っ
か
け
に
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
・
・
・
と
い
う

思
い
も
込
め
て
い
ま
す
。

特 集

皆
さ
ん
の
お
か
げ
で

「
広
報
た
か
し
ま
」
２
０
０
号

　
市
の
お
知
ら
せ
、
い
た
だ
い
た

情
報
を
基
に
、
誌
面
の
構
成
を
広

報
グ
ル
ー
プ
で
検
討
し
ま
す
。

企
画

　
取
材
が
必
要
な

も
の
は
現
場
へ
行

き
、
原
稿
を
作
成

し
ま
す
。

取
材

編
集
　
パ
ソ
コ
ン
上
で
、
原

稿
、
写
真
な
ど
を
配
置

し
、
レ
イ
ア
ウ
ト
を
作

成
し
ま
す
。

配
布
　
月
末
に
市
民
の
皆
さ
ん
や
関

係
機
関
に
お
届
け
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
「
ｉ

広
報
紙
」
で
も
配
信
し
て
い
ま

す
。

「i 広報紙」のダウン
ロードはこちらから。

印
刷

納
品

　
印
刷
会
社
が
、
印
刷
、
製
本

を
行
い
、
配
布
日
の
前

日
ま
で
に
本
庁
や
各

支
所
に
納
品
し
ま
す
。

校
正
　

作
成
し
た
紙
面
デ
ー
タ
に
誤

り
が
な
い
か
確
認
を
行
い
ま
す
。

校
正
は
２
回
行
っ
て
い
ま
す
。

【
広
報
誌
が
で
き
る
ま
で
】

を
行
い
、
配
布
日
の
前
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●市民参加型のコーナーを企画
　記念すべき広報たかしまの創刊時の担当をさせて
いただきました。創刊当時は伝えるべき情報がたく
さんある中で、大事なものを選択して「いかにわか
りやすく伝えられるか」にとても気を使った記憶が
あります。また、とにかく地域を知らなくては！  
と思い、休みのたびに市内中を走り回ったことも良
い思い出です。
　広報にはさまざまなコーナーがありますが、中で

も一番思い出深いのが創刊
第６号から始めた“みんな
のページ”です。一方的に
お伝えするだけでない“市
民 の 皆 さ ん と 一 緒 に 創 る
ページを“との想いから企
画し、当時は川柳以外にも
写真やイラストも掲載して
いました。これからも広報
たかしまに、皆さまの声と
想いをお届けください。

歴代広報担当者が当時のエピソードを語ります。歴代担当者に聞く！
●広報での経験が礎に
　私が広報担当課へ異動してきたときは、ちょうど
広報誌が月２回発行となった年でした。
　広報誌の制作期間は約１か月で、印刷の期間を除
くと編集に費やせるのは約２週間。限られた時間の
中で、各担当から提出された原稿をチェックし、何
度も読み返しては文章を練り直し、少しでも読みや
すくと、紙面の組み立てに頭を悩ませました。そし
て、ようやく印刷に出したと思ったら、すぐ次の号
に取り掛かるという、当時
は本当にその繰り返しでし
た。また、広報のネタを求
めて、カメラを担いで北へ
南へ東へ西へ、正に山の頂
きから湖の上までいろんな
ところへ取材にお邪魔しま
した。そこで、多くの市民
の皆さんにお出会いし、た
くさんのことを教えていた
だきました。
　この経験が、今では大き
な礎となっています。

振
り
返
る
「
広
報
た
か
し
ま
」
の
歩
み

土木課 大森　康彦
平成 18 ～ 25 年度に
広報担当。17 号から
171 号まで携わる。

市民協働課   清水  潤平
平 成 16、17 年 度 に
広報担当。創刊号から
16 号まで携わる。

平成 17 年創刊号
高島市誕生後、初の広報誌。
当時は表紙がカラー、誌面は
２色刷りでカラフルでした。

平成 18 年４月 15 日号
タイムリーに情報を出すた
め、この号から 15 日号を発
行することになりました。

（平成 22 年度まで。）

表
紙
は
、
高
島
市
開
市
式

の
様
子
。

平成 21 年 10 月１日号
記念すべき１００号。この時
の特集は、「南部藩に雄飛し
た高島商人」。

100号

平成 25 年台風 18 号災害特集号
平成 25 年９月の台風 18 号に
よる被害状況や復旧活動をお知
らせするため、特集号を発行。

平成 27 年１月号
高島市制 10 周年を特集。これ
からの高島市をテーマに高校生
と市長との対談を掲載。

ち
ょ
う
ど
10
歳
に
な
っ
た

子
ど
も
た
ち
を
表
紙
に
。

平
成
25
年
11
月
号
（
１
６
６

号
）
に
折
り
込
ん
で
発
行
。

カ
ラ
ー
で
な
い
と
写
真
の
良

さ
が
伝
わ
ら
な
い
と
の
声
も
。

180号

平成 21 年５月１日号
経費を抑えるため、表紙２色、
誌面１色にしました。

90 号

１号

17号

特集号
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高
島
で
働
く
場
所
を
創
造
す
る

総合戦略はどうなってるの？ vol.４

　
「
高
島
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
」
事
業
の
取
り
組
み
を

紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
の
第
４
弾
で
す
。

　
今
回
は
、
基
本
目
標
①
「
高
島
に

お
け
る
安
定
し
た
雇
用
を
創
出
す
る
」

の
取
り
組
み
と
し
て
「
実
践
型
地
域

雇
用
創
造
事
業
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　
実
践
型
地
域
雇
用
創
造
事
業
「
た

か
し
ま
の
未
来
を
創
る
シ
ゴ
ト
お
こ

し
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
、「
農

林
業
振
興
分
野
」
と
「
商
工
業
振
興

分
野
」
に
重
点
を
置
き
、
人
材
育
成

や
雇
用
拡
大
の
研
修
、
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　
組
織
は
市
内
の
７
団
体
で
構
成
さ

れ
、「
高
島
市
の
区
域
に
お
い
て
、

地
域
雇
用
創
造
の
核
と
な
る
産
業
に

お
け
る
新
た
な
雇
用
創
出
の
促
進
」

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

総
合
戦
略
課

　
（
２
５
）
８
１
１
４

「高島市まち・ひと・しごと創生総合戦略」とは・・・
　将来にわたって安心して暮らし続けることができる、持続
可能な地域社会づくりに取り組むため昨年策定した計画です。

○
雇
用
創
出
実
践
メ
ニ
ュ
ー

　
・
高
島
産
品
や
発
酵
食
の
新
展
開

　
・
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
開
発
事
業

　
・
森
林
資
源
を
活
用
し
た
商
品
開
発
事
業

○
就
職
支
援
メ
ニ
ュ
ー

　
・
合
同
就
職
面
接
会
の
開
催

　
・
就
職
支
援
情
報
発
信
提
供
事
業

　
　
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
・
情
報
誌
の
発
行
な
ど
）

　
今
年
度
の
取
り
組
み

　
引
き
続
き
市
内
で
の
雇
用
創
出
を
目

指
し
、
農
業
・
林
業
・
発
酵
の
分
野
で

求
職
者
、
創
業
希
望
者
、
事
業
主
向
け

の
セ
ミ
ナ
ー
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
森
林
・
発
酵
食
分
野
で
の
新

商
品
開
発
に
も
力
を
入
れ
ま
す
。
協
力

事
業
者
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
高
島
市
な

ら
で
は
の
魅
力
的
な
商
品
を
開
発
・
改

良
し
、販
売
に
結
び
つ
け
て
い
き
ま
す
。

高
島
地
域
雇
用
創
造
協
議
会
と
は

事
業
紹
介

　

昨
年
度
の
成
果

　
平
成
27
年
度
は
、
求
職
者
、
創
業
希

望
者
、
事
業
主
向
け
の
セ
ミ
ナ
ー
や
合

同
就
職
面
接
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ

れ
ら
に
よ
り
、市
内
で
の
雇
用
が
60
人
、

創
業
が
６
つ
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
森
林
・
発
酵
食
分
野
で
は
、

高
島
の
板
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
平

屋
を
紹
介
す
る
事
業
や
、
新
し
い
発
酵

食
の
創
出
、
発
酵
食
作
り

の
要
点
を
ま
と
め
る
な

ど
、
広
く
高
島
を
知
っ
て

い
た
だ
け
る
工
夫
を
重
ね

ま
し
た
。

実
践
型 

地
域
雇
用
創
造
事
業
～
高
島
地
域
雇
用
創
造

　
　
協
議
会
の
取
り
組
み
～

高島地域雇用創造協議会開催セミナー
《ＷＥＢ業務セミナー》ＷＥＢ発信の基礎と、伝わる文章と写真の撮り方《地域食を活用した商品・サービス開発セミナー》商品開発と、人が集まる本気の“場づくり”教えます！《売れる商品づくりセミナー》「いいもの」＝売れる　ではない、あなたの商品をお持ちください！
《林業施業基礎講座》目指せ！林業ビジネス～森のシゴトの基礎を学ぶ～詳しくはホームページをご覧になるかお問い合わせください。
問高島地域雇用創造協議会　　ὸ（25）5731
　 http://www.takashima-shigoto.jp

（
２
５
）
８
１
１
４目指せ！林業ビジネス～森のシゴトの基礎を学ぶ～詳しくはホームページをご覧になるかお問

▼

③若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる

②高島への新しいひとの流れをつくる

④時代に合った地域を作り、安心な暮らしを守る
とともに、地域と地域を連携する

①高島における安定した雇用を創出する
総
合
戦
略
の

４
つ
の
基
本
目
標

▲林業施業基礎講習
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８月１日・２日と、今津中学校の生徒２人が秘書
広報課に職場体験に来てくれました。職場体験で
は、実際にイベントを取材し、原稿作成、写真撮
影、レイアウト作成までしていただきました。

前川　遥
は る き

希くん 寺尾　駿
しゅんき

輝くん

②写真撮影・取材

①打ち合わせ①打ち合わせ

今号の 14ページに掲載されています。
ぜひご覧ください！

③原稿・レイアウト作成

初めての取材体験でしたが、
皆さんのおかげでなんとかで
きました。広報たかしまはタ
イトルや写真がわかりやすい
と思います。周りの身近な記
事や、カラー写真があれば、
もっと読みたくなると思いま
す。

とても貴重な取材体験ができ
ました。記事づくりは学校で
作るものとは気持ちの入り具
合が違いました。広報誌は、
まちのことが幅広く書かれて
いていいですね。コラムや連
載小説のようなものもあると
おもしろいと思います。

ぜひご覧ください！

くん

広報誌づくりを体験
僕たちが取材しました！

【
皆
さ
ん
と
作
る
広
報
】

　
平
成
17
年
に
、「
市
民
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
創
る
ペ
ー
ジ
」
を
、
と
の
思
い

で
生
ま
れ
た
コ
ー
ナ
ー
は
、現
在
、「
み

ん
な
で
５
７
５
」
コ
ー
ナ
ー
と
し
て
、

幅
広
い
年
代
の
方
か
ら
多
く
の
参
加
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
タ
ウ
ン
ト
ピ
ッ
ク
ス
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
催
し
の
結
果
以
外
に
、
ス

ポ
ー
ツ
で
活
躍
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
日
頃

の
取
り
組
み
を
表
彰
さ
れ
た
皆
さ
ん
、

ま
た
が
ん
ば
っ
て
お
ら
れ
る
自
治
会
の

活
動
な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
こ
う

い
っ
た
身
近
な
市
民
の
皆
さ
ん
の
話
題

を
掲
載
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
市
の
魅

力
の
発
見
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
、

親
し
み
を
も
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
広

報
誌
を
目
指
し
て
、
た
く
さ
ん
の
話
題

や
お
知
ら
せ
を
掲
載
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
、「
広
報
た
か
し
ま
」
を

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
！

　
地
区
の
イ
ベ
ン
ト
や
地
域
で
活
躍
さ

れ
て
い
る
方
な
ど
、
広
報
誌
に
掲
載
を

希
望
さ
れ
る
方
は
情
報
を
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

（
内
容
等
に
よ
り
掲
載
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
が
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。）

秘
書
広
報
課

　
（
２
５
）
８
０
０
０

受賞歴（過去５年）
【近畿市町村広報紙コンクール】
・第 28 回（平成 27 年）　優良賞
・第 27 回（平成 26 年）　優良賞
【滋賀県広報コンクール】
・平成 27 年　広報紙の部　協会長賞
・平成 26 年　広報紙の部　協会長賞
・平成 25 年　広報紙の部　知事賞
・平成 23 年　広報紙の部　知事賞
　　　　　　  広報写真の部　知事賞

▼私たちが広報担当です

▼ＱＲコードで動画が見れる！

現在、広報誌の作成は、広報グループ３
人で手分けをして行っています。主担当

（左）の２００号を振り返っての想いは、
編集後記をご覧ください。

「インターネットテレビ　高島みてねっ
と！」と連携しています。広報誌面タウ
ントピックスコーナー等にあるＱＲコー
ドをスマートフォン等で読
み取っていただくと、関連
動画をご覧いただけます。

QR コードは（株）デンソーウェーブの登録商標です


